




                         実施の報告 
 
 THE REPORT OF SYMPOSIUM ON 
 MENTAL ASPECT PART Ⅱ AT RESEARCH INSTITUTE OF  





































































































































































渉できない/・ 率直にものを言いすぎる /・ 自分
だけが長々と話し続ける/・ 断りなしに話題を変え































































まず関係づくり ← 課題解決 
・  Planned happenstance（計画された偶然）への信
頼 人生有為転変しながら予期しないよい結果に
近づいていく。 
・  resilient 七転び八起き、打たれ強さ、可愛い
子には旅、他人の釜の飯、適度な失敗・不具合の体
験 
・  セレンディピティserendipity 目的とは違う形
でよきものが見つかる。探し物をしていて、まった
く違う重要なものを見つけてしまう。 
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